
養育理念 子どもの心に寄り添い安全で安心な生活を保障する。

基本方針 ▶権利擁護
▶アタッチメントの形成
▶地域福祉への貢献

子どもたちがひとりの人間として尊重され、自己実現を目指していけるよう支援する。
大人との関係の中で安心感を育み、子どもが健やかに成長できるよう支援する。
児童福祉で培った知識や経験を積極的に地域へ還元する。

迦陵園だより
2024（令和６）年2月発行

社会福祉法人　迦 陵 園
（児童養護施設）

〒606-0802
京都市左京区下鴨宮崎町109

TEL（075）701-0250
Ｈ　Ｐ　http://karyouen.or.jp
発行人　　　社会福祉法人迦陵園
編　集　　　迦陵園　広 報 担 当

迦陵園の令和六年の抱負とお願いについて
理事長　廣 　 啓 司

　明けましておめでとうございます。迦陵園は令和
六年を飛躍のための施設改善の必要の年と位置付
け、昨年の理事会にて審議可決を頂き、本年４月ま
でに工事完了の予定を立てて新年を迎えたのであり
ます。しかし、その１月１日には突如、午後４時石
川県能登地方を震源とするＭ7.7の大地震が発生し
て多くの家が倒壊し、92名の死者と安否不明者242
名の状態（１月５日時点）になると共に、多くの断
水、停電、負傷者の救助の様子がテレビ放映され、
正月気分は一気に吹き飛ばされたのでした。
　加えて次の２日には、東京羽田空港において日航
機と海上保安庁の飛行機が、空港管制塔への報告不
十分性から衝突事故が発生し、保安庁機搭乗者のう
ち５名即死、１名重傷。また日航機も炎上しました
が、その乗客379名は優れた避難誘導により全員が
奇蹟的に脱出できた旨報じられたのでした。
　そのような天災人災を体験しながら、私の頭を横
切ったものは、自分の肩にかかっている迦陵園の現
状における「避難訓練実施計画」で、総ての園児を
保護避難させることが可能かということでした。
　「緊急避難速報」がテレビで流れる時には、通常
は到底自由には動けない状況に当面しており、避難
そのものが不自由な中で、右往左往しながら避難路
を利用するよりないのですが、大地震の時などは、
建物も大地そのものも震動する中での避難でありま
すから、職員も児童も慌て、パニック状態になるの
が普通でありましょう。
　その上で、思い付くことが、現施設が保有してい
る中央の菜園用地への避難をスムーズにさせるため
にも、平素における生活指導や学習指導、余暇情操
指導の中で、その中庭での植物栽培や観察に親しま
せながら、災害緊急時には、その庭に先ず避難する
ことが瞬間判断できるようにすることだと思ったの
でした。

　その土地は元女性随筆家の田中澄江様の所有地で
したが、ご逝去されたため、ご遺族から購入方の申
し出があり購入したものでしたが、現在は園児の情
操を育成する菜園や花園、また共同催場等にも使用
しているところです。
　次にこの年末年始の園児の私的行動を見ながら感
じたことは、特に思春期に入った児童の生活指導の
難しさということでした。その時期は特に不良行為
にも興味をもちながら成長する時期と見なければな
らない中で、門限になっても帰らない時、どのよう
な態度で対応すべきかの問題は、今流行のAIにかけ
ても正しい答えは返ってこない問題です。なぜなら
少年時代の心理は未成の中で失敗を重ねながら進化
しようとしている時期であるため、AIでも答えられ
ないのです。
　そのようなことから指導責任をもつ私も職員も、
この年末年始の休みもゆっくり取ることなく、毎日
施設児童の養育に当たり、幸い大過なく新年を迎え
ることができましたが、思春期児童への生活指導の
課題は細心の注意と献身的ガイド力を養わなければ
ならない問題です。
　令和六年の当施設の課題を「施設環境の改善と全
職員の園児指導能力の向上」に置くとともに、本年
は本施設の創設者である加藤康祐氏が、その長男で
医師になっていた加藤幹夫氏に難聴者への福祉的治
療所を京都市に開設した昭和23年９月から76年、そ
して社会福祉法人としてその業種を児童養護に置い
た昭和35年５月から64年を迎えることになりますの
で、その上で飛躍の年にしたいと考えております。
　どうか皆様方におかれましても、旧倍の御支援御鞭
撻を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

　新玉の泉にこころ洗うとき　
迦陵頻伽の声きこえくる（青隴）
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•●● 2023年度決算のお知らせ ●●•
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•●● 自立支援って何をしているの？ ●●•

•●● 下鴨つどいの広場こがも ●●•

自立支援には大きく分けて2つあり、入所している
間に行う支援（リービングケア）と退所した後の支援
（アフターケア）があります。
迦陵園が実施しているリービングケアとしては、大
学進学に向けての奨学金や支援金の申請、グループ
ホームや福祉機関との連携、卒園後の生活を見据えた
自立生活訓練などがあります。アフターケアとして
は、退所者への定期的な連絡や訪問、相談受付を中心
に行っています。支援内容の例をあげると、自立生活
訓練の１つとして、施設がマンションの一室を賃貸契
約し、生活費として渡されたお金で家賃や光熱費、食
費等のやりくりを含め一人暮らし生活の練習を実施し
ています。初めは分からないことだらけで戸惑ってば
かりでしたが、慣れてくると、こんな料理を作った！
や自分なりの節約術などの報告もしてくれ、一人暮ら
し本番前に良い経験が出来ていると感じています。
アフターケアとしては退所後、学校や仕事でうまく
やっていける子ばかりでは無いため、定期的に連絡や
訪問を行い、様子の確認、転職など新しい挑戦へのサ
ポート、支援金の情報提供などを行っています。他に
は、京都中小企業家同友会様のご支援のもと、職業体

日頃よりご利用者様をはじめ、地域の皆様のご理解
とご支援を賜り厚く御礼申し上げます。コロナにより
活動を制限されておりましたが、5月より少しずつ緩
和され、水遊びやクリスマス会などのイベントを開
催。ランチタイムも皆様に楽しんでもらえるようにも

験実習の実施を取りまとめています。実習を通して働
く事への意欲や将来の展望を考える機会になっていま
す。また子どもたち自身のコミュニティを拡げるとと
もに、いつも気にかけてくれる良き支援者という繋が
りになっています。
成人年齢も18歳に引き下げられ、子どもたちは卒園
と同時に社会の一員となり、責任を求められます。加
えて一人暮しのスタートと同時に、自立生活への不安
や安心できる居場所の無さなどを実感しています。近
年は、ありがたいことに給付型の奨学金制度も増え、
子どもたちは進学という選択肢を取れるようになり、
大学や専門学校へ進学する子どもが増えました。しか
し、大学や専門学校を卒業した後は、奨学金等の支援
制度が終了し、社会人としての生活との差を感じるよ
うです。この数年で少しずつ自立の意味合いも変わっ
てきており、職員自身も時代に合わせた支援方法の
アップデートが必要になっていることを実感していま
す。変化を上手く取り入れながら、子どもたちにとっ
て良い支援者であり続けられるように日々頑張ってい
きます。

なりました。毎日お子さんの笑顔に癒され、保護者の
方々がホッとできる場と思っていただける広場づくり
をしていきたいと思っております。どうぞ、よろしく
お願いいたします。

自立支援担当職員　松吉　政和

子育てアドバイザー　栗生

開 所 日：月・火・水・金・土（休館日：木・日・祝祭日・年末年始）
時　　間：10：00～16：00
対　　象：就学前のお子さんと保護者、プレママさんなど
利 用 料：無料
予約方法：電　話　075-701-0292
　　　　　メール　tsudoi-kogamo@karyouen.ne.jp
※当日のご予約は電話にてお願いいたします。
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ご支援心から感謝申し上げます。
（2023年4月～2023年12月／敬称略、順不同）

【ご寄附】
小方登、佐伯誠、小林宏史、西脇芳子、淀義明、株式会社キタケン、京都環境事業協同組合、岸本直子、中野陽子、

永塩多津子、京都ロイヤルライオンズクラブ、株式会社エリッツホールディングス、同志社女子中学校・高等学校、

下鴨社会福祉協議会、大日倉庫株式会社、大日倉庫株式会社社員一同、株式会社開啓、京滋お部屋探しネット、

下鴨学区民生児童委員協議会、松久宗琳佛所、洛南高等学校生徒会・洛南高等学校附属中学校生徒会

【物品のご寄贈】
武藤康司、川端通代、大久保奈弥、和田寶鏡、新多良子、高橋由子、稲本むつ子、おぐち、京都市食肉青年会、

京都青果協会、岡田亜理寿、戸田真佐代、来家恵美子、田中由佳、三宅登、門司一徹、松田茂孝、森下徹、津山隆、

株式会社朱常分店、三井敦史、福坂美有紀、日本鏡餅組合、ザ・リッツカールトン京都、井上八千代、

株式会社カプセルＺ、大森あゆみ、美鈴サンタ事務局、株式会社いちなん、アニー基金、有限会社クロス、

株式会社コンセプト、株式会社西村衛生ボーロ本舗、京都中小企業家同友会、有限会社谷口製麺所、

タリー ズコ ーヒージャパン 株 式 会 社 、株 式 会 社 エ ル ハ ウジング、株 式 会 社フレー ベ ル 館 、

株式会社有喜屋、株式会社わかさ生活、全国シャンメリー協同組合、平安神宮全国銘菓献饌奉賛会、

日本出版販売株式会社、工藤理恵、岡本麻希、滝川俊子、神谷潔、株式会社大丸松坂屋百貨店大丸京都店、

岡栄里子、田村有樹子、四条烏丸エステサロンB IAN、ばらひめ、中村丁彗、福井勇人・福井リーナ、

一般財団法人日本出版クラブ、日本新薬株式会社、宇高節子

【行事のご招待】
京都さくらロータリークラブ、NPO法人ピースプロジェクト、京都コンサートホール、京セラ株式会社、

京都新聞社会福祉事業団、京都鴨川ライオンズクラブ、株式会社京都パープルサンガ、伏見稲荷大社、

京都府神道青年会、CI.PRODUCE

心より感謝申し上げます。

迦陵園後援会ご支援者（敬称略、順不同2022年10月～2023年12月）

篠原達彦、岡武和暁、谷口美津子、服部勝、新多良子、中野陽子、松宮徹、足立友紀、田中正也、北川喜美子、

瀬川博之、桧山政宏、山田信子、黒田卓也、野原孝彦、小林完男、森屋祐吉、宇高節子、廣井喜久江、篠田裕義、

山本和子、北健作、紀伊馬みのり、真野春子、株式会社コンセプト、株式会社有喜屋、有限会社アイ・ワーク、

株式会社出町岡田商会、西村清忠、有限会社クロス、株式会社キタケン、株式会社ミニテック西日本、

株式会社クリエイティブオフィスウィル、大森あゆみ
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